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特定非営利活動法人ウッドデッキ メール審議規程 

規程第５号 

 

（目的）                  

第 1 条  この規程は、特定非営利活動法人ウッドデッキ（以下「当法人」という。）が理事

会等において、速やかに意思決定を行うため、会議体の開催に代わるものとして、電子メー

ルを利用した審議（以下「メール審議」という。）の方法等について定めることを目的とす

る。 

 

（メール審議の対象議案） 

第２条 メール審議は、止むを得ない事情により時間的余裕が少ない、通常の場合から判断

して審議時間を多く要しない等の理由により、代表理事が面談会議又はオンライン会議を

開催して議決するよりも適当であると判断する議案について実施する。 

 

（メール審議の決定） 

第３条 代表理事は、理事会等を開催するにあたり、メール審議により審議を行うかどうか

を決定することができる。 

 

（メール審議の方法） 

第４条 メール審議は、原則として、理事等関係者全員に対して同時に電子メールを送信し

て行うものとする。 

２ 代表理事は、メール審議を行うと決定をした場合、事務局を通じて、メール審議を行う

旨と会議の日時、手段及び審議内容の事項を記載した内容を理事等関係者全員に連絡する。 

 

（メール審議の期間） 

第５条 メール審議の期間は、原則として、少なくとも、メール議決に３日間設けることと

する。 

 

（メール議決） 

第６条 メール議決においては、理事等関係者は賛成、反対、保留のいずれかを回答する。

メール議決に際して、理由やコメント等を付すことができる。 

 

（メール議決の成立） 

第７条 メール議決の回答期限までに理事等関係者の２分の１以上の回答があったことを

もって、メール審議は成立する。 
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（議決結果） 

第８条 メール議決は、回答の過半数の賛成によって決する。 

 

（その他） 

第９条 様々な事情により、電子メール審議期間中に、理事等関係者が一時的にメールの投

稿ができない状態となった場合で、代表理事あるいは事務局が電話その他の手段により当

該理事等関係者の意思を確認できる場合には、代表理事あるいは事務局は当該理事等関係

者を代行して回答することができる。この場合、当該理事等関係者は定足数の算定や議案の

可否の決定に際しては出席者として扱う。 

２ 本規程に定めのない事項については、通常の理事会の審議に準じて行うこととし、具体 

的な対応については、代表理事が決定する。 

 

（改廃）  

第１０条  この規程の改廃は、理事会の決議により行うものとする。 

 

附則 

 この規程は、2025 年３月 25 日から施行する。 

 


